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【１】 システム要件 

１）サポートOS 

・Linux Debian 8 (kernel 3.16) 
・Windows 7 SP1(Professional, Ultimate, Enterprise) 
・Windows 8, 8.1 and 10(Pro, Enterprise) 
・Windows 2008 R2 SP1(Web, Foundation, Standard, Enterprise, Datacenter) 
・Windows 2012 and 2012 R2(Foundation, Essentials, Standard, Datacenter) 
・Windows 2016(Essentials, Standard, Datacenter) 

２）ハードウェア要件 

  最大16同時通話 最大64同時通話 

CPU 
Intel® Core™ i3-3210 Processor  
(3M Cache, 3.20 GHz) 

Intel® Core™ i3-3210 Processor 
 (3M Cache, 3.20 GHz) 

メモリ 2 GB 4 GB 

HDD SATA 30GB SATA 60GB 

仮想化の可否 Yes Yes 

ネットワーク 100/1000 Mbit/s 100/1000 Mbit/s 

※64bit版のOSをご用意ください。 32bit版のOSは対応しません。 

※さらに上の同時通話数の場合は下記のURLを参照 
    https://www.3cx.com/docs/recommended-hardware-specifications-for-3cx/ 

３）その他の要件 

・Firefox、Google Chrome  、Edgeの最新バージョン 
・Microsoft .NET Frameworkバージョン4. 6 .1以上 
・インターネットの接続（ポート番号443でactivation.3cx.comに接続可能であること） 
・3CX Management Consoleでのダウンロードと追加情報は、download.3cx.com/*へ 
   要求に応じてHTTPとHTTPSで接続可能であること 

・VMware ESX 5.X以上 
・Microsoft HyperV 2008 R2以上 
 （3CXを実行するための特定の設定については、Hyper-Vページを参照してください） 
・KVM 
・Citrix XenServer 7.0以降 
・Amazon AWS 
・Google Cloud Engineインスタンス 

サポートされているVMプラットフォーム 
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3CX IP-PBXソフトウェアをインストールする前に、下記のシステム要件を確認してください。 

４）ネットワーク 

・固定IPアドレス（グローバルIPアドレスおよびローカルIP）※ 
・ファイアーウォール設定 – 下記のURLを参照 
      設定マニュアル： https://www.3cx.com/docs/manual/firewall-router-configuration/ 
      使用ポート情報： https://www.3cx.com/docs/3cx-phone-system-v14-ports/ 

※3CX V15ではグローバルIPとしてDynamic IPを選択できますが、テスト以外での運用は 
   推奨していません。安定して接続可能な固定のグローバルIPをご用意ください。 

https://www.3cx.com/docs/installing-microsoft-hyper-v/
https://www.3cx.com/docs/installing-microsoft-hyper-v/
https://www.3cx.com/docs/installing-microsoft-hyper-v/
https://www.3cx.com/docs/installing-microsoft-hyper-v/


3CX IP-PBXソフトウェアは、同社サイトよりダウンロードしてインストールすることができます。 
ここでは、実際のインストール手順について説明します。 

【２】インストール手順 

１．3CX for Windowsをダウンロードします。 （https://www.3cx.jp/ip-pbx/download/） 

２．セットアップファイルをダブルクリックします。システム要件をお読みください。 
      Nextで次へ進みます。 

３．設定の推奨事項をお読みください。 Nextで次へ進みます。 
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４．ライセンスアグリーメントを確認して同意（I accept...）したら、 Nextで次へ進みます。 

５．インストール先のフォルダを指定して、 Nextで次へ進みます。 
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（注意） 
   3CXのインストールには最低10GBのハードディスク空き容量が必要です。 
   ボイスメールファイル、録音およびボイスプロンプトを保存するために、 
   追加のスペースを空けておく必要があります。 



７．インストールが完了すると、下記のPBX設定ツールが起動します。 
      ツールのオプションで「1」を入力すると、ブラウザでの3CX設定ツールのウィザードが起動 
      します。 ここで、3CXの基本的な設定を行います。 → 【３】へ   
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６．Installでインストールが開始されます。 
      ※環境によっては、Microsoft Visual C++、.NET Frameworkのインストーラが起動します。 
         こちらも必要に応じてインストールしてください。 



１. ブラウザで以下のウィザード画面が表示され、Create New install of 3CX Phone Systemを選択 
     して、ライセンスキーを入力して、Nextで次へ進みます。 

２. 3CXマネジメントコンソールにログインするためのユーザー名（Username）とパスワード 
    （Password）を入力して、Nextで次へ進みます。 
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【３】3CX設定ツール 

3CX設定ツールでは、3CX IP PBXソフトウェアのネットワーク環境やマネジメントコンソールなど
の管理運用に関する設定を行います。 



４．グローバルIPアドレス（Public IP）のタイプを選択し、Nextで次へ進みます。  
      通常は固定のグローバルIPアドレス（Static IP）を選択します。 
      Dynamic IPは評価用などで3CXを使用するときに選択してください。 

５．プルダウンメニューから指定したグローバルIPアドレスに接続しているネットワークアダプタを 
      選択し、ローカルIP（Local IP）またはFQDNを選択して、Nextで次へ進みます。   
      ルーター（NAT）配下にPCがある場合は、Local IPを選択します。 
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３. グローバルIPアドレス（Public IP Address）を設定します。 自動的に検出されたIPアドレスが 
     正しければ、YesのままでNextで次へ進みます。 間違っていれば、Noを選択して手動で設定します。 



７．サブドメイン/FQDMを設定して、Nextで次へ進みます。  
      ドメイン名は任意で設定します。 
      ドメインは通常、3cx.jp（Japan）を選択してください。 

設定が完了するまで、数分かかる場合があります。 
そのままお待ちください。 
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６．FQDNの設定を選択します。 自身でFQDNをお持ちでない場合は、3CXよりFQDNおよびSSL証明を 
      提供されますので、「I need a 3CX FQDN」（※）を選択して、Nextで次へ進みます。 
      自身でFQDNをお持ちの場合は、「I have my own FQDN」を選択して設定します。 

（※）3CX FQDNは、3CXライセンス購入後、1年間は無償で提供され、2年目以降はメンテナンス 
         ライセンスを購入すれば、継続して提供されます。 



９．下記の画面が表示されたら、設定ツールでのPBX基本設定は完了です。 
      引き続き、PBXの初期値の設定を行います。 → 【４】へ 
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８．HTTPSおよびHTTPポート番号を設定して、Finishで設定を終了します。  
      通常は初期設定の5001（HTTPS）、5000（HTTP）をそのままご使用ください。   



【４】初期設定 

3CX IP-PBXソフトウェアのインストールが完了し、最初にマネジメントコンソールを起動した際
に、3CXの初期設定を行う必要があります。 ここでは、初期値の設定について説明します。 

１．インストールが完了すると、ブラウザで下記の初期設定画面が表示されます。 ここでは内線 
      番号の桁数を設定します。 設定する内線の桁数（2~5）を選択し、Nextで次へ進みます。 

２．管理者のメールアドレスを設定し、 Nextで次へ進みます。 
      3CXで変更があった場合などの通知はこちらのアドレスに送信されます。 

（注意） 
  内線番号の桁数は設定後に変更できません。 
  慎重に設定して下さい。 
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３．メールサーバーの設定を行い、Nextで次へ進みます。  
      この設定は後から変更可能なので、まだメールアカウントを用意していない場合は、設定を行わず、 
      次へ進んでも大丈夫です。 

４．国名（Japan +81）およびタイムゾーン（+9:00 Japan Tokyo）を選択し、Nextで次へ進みます。 
      この設定は後から変更可能です。   

← 送信サーバーのアドレス（SMTP） 

← 送信アカウントのメールアドレス 

← ユーザー名（メールアカウント） 

← パスワード（メールアカウント） 

← SSL/TLSの有効 
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５．オペレーターの情報を設定して、Nextで次へ進みます。  
      内線番号以外は、後からでも変更可能です。 

← オペレーターの内線番号 

← オペレーターの名前（任意） 

← ボイスメールの内線番号 

← パスワード（メールアカウント） 
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６．通話を許可する地域(Asia and Middle East)、国番号(Japan 81)を設定して、Nextで次へ進みます。  
      この設定は後から変更可能です。 
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７．3CXのプロンプト言語(Japanese Prompt Set BETA)を設定して、Nextで次へ進みます。  
      この設定は後から変更可能です。 

８．各種登録情報を確認し、Finishで設定を完了します。  

← ライセンス番号 

← 連絡先の名前（任意） 

← 管理者の電話番号 

← 管理者メールアドレス 

← 会社名（任意） 

← 管理者の国（Japan） 

← 再販業者名 
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９．設定が完了すると下記のように、3CX V15のダッシュボード画面が表示されます。 
      これで基本セットアップは終了です。  
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